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一 般 書 

 

『傷の声』 
齋藤 塔子／著 （医学書院）             

 

複雑性 PTSDを持つ著者が、その短き人生を綴った 

自叙伝である。 

過酷な家庭環境に育ち、「死にたい」気持ちを抱えながら歩んできた、 

ふり幅の大きな人生を描く。 

「なぜ自分を傷つけるのか」という疑問に回答をくれる最高の教科書。   

傷ついた人に必要なのは、権力や物理的な力で抑え込むことではなく、 

ケアであるべきではないかという気づきとヒントを医療従事者に与えて 

くれる。 

 

 

 

 

 

 

 

「イギリスでお姫様のような旅がしてみたい」と出た 

祖母の言葉に、一族総出の支援の元、孫をお供にした 

八十代の五泊七日のイギリス旅行が決定！ 

飛行機はファーストクラス、ホテルの部屋はバトラー（客室係）付き、 

 オペラ鑑賞にオリエント急行でのディナー、アフタヌーンティーに 

ショッピングも……祖母姫も大満足の豪華な旅を追体験できます。 

自己肯定感が高く、自信に満ち溢れた祖母と正反対の孫娘、そしてその二人の 

旅をサポートする人々との交流は楽しく、時にホロリとさせられるエッセイです。 

  

 

 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒルにはさまざまな 

悩みをかかえた人々が暮らしている。マンションの近くにある 

公園の古びたカバの遊具・カバヒコには、 

“自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する”という都市伝説があった。 

人々はカバヒコに悩みを打ち明けて・・・。 

 

カバヒコに触れることが自分を見つめなおすきっかけになる、 

誰もが抱える悩みに寄り添うやさしい物語です。 

 

児 童 書 

 

『海底 11,000メートルのたんけん』  
カタプルト／企画・文 イーリス・オット／絵 

藤倉 克則／監修 海洋研究開発機構／監修 

ホフマン・ティアーナ優美／訳 （パイインターナショナル） 
 

月は地球からすごく遠いのに、行ったことのある人が何人もいるけれど、 

海のいちばんふかいところにはほとんどだれも行ったことがない。 

200メートルより深いところは「深海」とよばれていて、暗くて冷たい 

世界が広がっている。たんけんが大好きなユーリは潜水艦にのって海に 

もぐることにした！ 

いろいろな生き物に出会いながら、どんどん海の下へもぐっていく 

と・・・。 

縦に開く絵本で、海の深さを感じながら、ユーリと一緒にたんけんに 

でかけてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 


